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なかまでつなごう市民リレー

有
あり ま
馬　周

ちか こ
子さん（岩瀬西町・52歳）

人から人へとバトンをつなぎながら、キラリと輝く
中間市民を紹介します。

世代を超える良い本に触れてほしい
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６ どうなってるの？公共下水道

３ 大野いとさんが「中間市 PR 大使」に就任

　「でんしょばと」や「ほっとブックなかま」など、読書に関するボランテ
ィア活動を始めて約15年が経ちます。現在は、中間西小学校で図書
事務として働きながら、ボランティア活動を続けています。
　子どもたちには、本を通じて、生きるうえで必要な知識や糧を学び、
知恵を身につけてほしいと考えています。読書をすると、知識・語彙

い

が
豊富になり、人とコミュニケーションを取るうえで大きな助けになります。
また、人との出会いを大切にし育むことは、自分の人生の可能性を大
きく広げることにつながっていきます。
　このような生きる知恵を身につけるためには、読書を習慣にすること
が大切です。そのためには、「良い本を手に取ること」です。良い本とは、「日
本語の美しさが表現されているもの」や「代々読み継がれているもの」
だと思います。良い本と出会い、子どもたちだけでなく、皆さんの人生
が豊かになってほしいと願っています。

大
野
い
と
さ
ん
が松下市長から任命書と「中間市 PR 大使」のたすきを手渡され、少

し緊張気味に笑顔を見せる大野さん。会場は、拍手に包まれました。

　３月27日日、なかまハーモニー
ホールで世界遺産登録記念番組の
上映会が開催され、460人の観客
が BSフジで放映された「海を越え
た蒸気ポンプ」を楽しみました。
　上映会の後、番組に出演した中
間市出身で女優の大野いとさんの
「中間市PR 大使」就任式が行われ
ました。、中学校卒業までを中間市
で過ごし、現在は映画やドラマで
活躍中の大野さん。ふるさとの中
間市、特に遠賀川が大好きという
大野さんに期待が高まります。

大型スクリーンに映し出される遠賀川水源地
ポンプ室。

　

遠
賀
川
水
源
地
ポ
ン
プ
室
は
、

稼
働
を
開
始
し
た
１
９
１
０
年
当

時
、
蒸
気
ポ
ン
プ
で
八
幡
製
鐵
所

ま
で
送
水
し
て
い
ま
し
た
。
時
は

明
治
時
代
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、

そ
の
蒸
気
ポ
ン
プ
を
設
置
し
た
の

か
。
当
時
の
写
真
か
ら
鉄
板
に
彫

ら
れ
た
メ
ー
カ
ー
名
を
見
つ
け
、

こ
の
番
組
の
物
語
は
始
ま
り
ま
す
。

　

主
演
の
１
人
、
女
優
の
髙
田
万

由
子
さ
ん
は
、
蒸
気
ポ
ン
プ
に
自

身
の
ル
ー
ツ
を
重
ね
、
中
間
市
と

イ
ギ
リ
ス
を
旅
し
ま
し
た
。
大
野

さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
間
市

を
懐
か
し
み
な
が
ら
散
策
し
、
ポ

ン
プ
室
の
レ
ン
ガ
を
ヒ
ン
ト
に
新

た
な
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
発
見
し

ま
し
た
。
通
常
は
非
公
開
で
あ
る

ポ
ン
プ
室
の
内
部
に
入
る
と
い
う

貴
重
な
体
験
も
し
て
い
ま
す
。

　

初
の
中
間
市
製
作
の
テ
レ
ビ
番

組
で
、
全
国
に
中
間
市
を
Ｐ
Ｒ
で

き
ま
し
た
。

全
国
放
送
で
中
間
を
Ｐ
Ｒ

「
中
間
市
Ｐ
Ｒ
大
使
」に
就
任
!!!

　中間市 PR 大使という大役に
任命されました。自分が生まれ
育ったまちの PR 大使とは、な
んだかすごく照れくさいのです
が、地元の友だちや家族もとて
も喜んでくれています。
　中間市民の皆さんや中間市の
まちづくりの一助になれるよう、
これからさまざまな「なかまアピ
ール」を行っていきます。
　応援よろしくお願いします。　

こんにちは、大野いとです！

中間市を全国に PR
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知
っ
て
い
ま
す
か

ま
ち
の
民
生
委
員
さ
ん

　

民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
者
、
脇
を
支
え
る
伴
走

者
と
し
て
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
と
は
別
に
主
任
児

童
委
員
が
い
て
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
や
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
同
様
、
地
域
の
笑
顔
を
守
る
た

め
に
活
動
す
る
民
生
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
　
　
　
　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

民
生
委
員
制
度
は
来
年
、

誕
生
か
ら
１
世
紀

　

１
９
１
４
（
大
正
３
）年
に
始
ま

っ
た
第
１
次
世
界
大
戦
は
、
物
価

を
上
昇
さ
せ
、
農
村
の
困
窮
化
を

深
刻
に
し
ま
し
た
。
岡
山
県
や
大

阪
府
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
事
が

そ
の
悲
惨
な
状
況
を
救
済
す
る
た

め
、
独
自
の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
が
民
生
委
員
制
度
と
し
て
全

国
に
普
及
し
ま
す
。
今
か
ら
100
年

前
、
１
９
１
６（
大
正
５
）年
か
ら
17

年
に
か
け
て
の
事
で
す
。

　
福
岡
県
で
は
、
１
９
２
５
（
大
正

14
）年
に
、「
方
面
委
員
」
が
設
置

さ
れ
、
各
地
域
に
委
員
を
配
置
し
、

そ
の
委
員
が
地
域
で
生
活
状
況
の

調
査
と
救
済
な
ど
の
実
務
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　
戦
後
、
民
生
委
員
法
の
施
行
に
よ

っ
て
そ
の
身
分
や
報
酬
、
任
期
な
ど

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
児

童
委
員
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
り
、
中

間
市
で
は
各
校
区
に
１
人
ず
つ
主
任

児
童
委
員
が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

貧
困
世
帯
の
把
握
と
救
済
を
目

的
に
始
ま
っ
た
民
生
委
員
制
度
は
、

少
子
高
齢
化
社
会
の
加
速
や
地
域

構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
そ
の

主
な
役
割
に
変
え
、
活
動
の
場
を

広
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
ん
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

　
国
の
調
査
で
は
、
民
生
委
員
１
人

あ
た
り
、
平
均
で
年
間
165
回
の
戸

別
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
道
な

訪
問
を
続
け
、
生
活
保
護
受
給
者

や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
障
が

い
者
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
安
否

や
現
況
を
確
認
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」
の
被
害

を
防
ぐ
啓
発
活
動
な
ど
も
民
生
委

員
の
重
要
な
役
割
で
す
。

　
民
生
委
員
や
主
任
児
童
委
員
は
、

地
域
住
民
で
あ
る
皆
さ
ん
と
同
じ

立
場
で
相
談
に
乗
り
、
必
要
で
あ

れ
ば
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関

係
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

見
守
り
、
つ
な
ぐ

　

人
口
の
流
動
や
減
少
に
よ
っ
て
、

地
域
の
人
間
関
係
は
希
薄
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

働
き
方
や
家
族
の
形
態
が
変
化
し
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
の
組
織
環
境

に
も
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
民

生
委
員
は
、
地
域
で
人
を
見
守
り
、

必
要
に
応
じ
て
行
政
に
つ
な
ぐ
と

い
う
地
域
の
本
来
の
あ
り
方
と
向

か
い
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
し
て
、

中
間
市
の
73
人
の
民
生
委
員
は
、

今
日
も
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

扇
ケ
浦
一
丁
目
で
は
、
民
生
委

員
と
自
治
会
が
協
力
し
て
、
定
期

的
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
以
前
こ
の
地
区
で
は
、
90
歳
の
男

性
が
孤
独
死
を
遂
げ
る
と
い
う
悲
し

い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
同

士
の
関
係
性
が
希
薄
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
る
社
会
で
、
取
り
残
さ
れ
る
の

は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
た
ち
で
す
。

一
般
的
に
日
ご
ろ
か
ら
家
に
閉
じ

こ
も
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

少
な
い
か
ら
で
す
。

　

孤
独
死
や
孤
立
死
を
こ
れ
以
上

増
や
さ
な
い
た
め
に
、
民
生
委
員

に
は
、
地
域
全
体
に
目
を
配
り
、

住
民
１
人
１
人
の
生
活
状
態
を
適

切
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
の
家

を
訪
ね
る
と
、「
気
付
け
ば
１
日
誰

と
も
会
話
し
て
い
な
い
日
が
あ
る
」

「
民
生
委
員
さ
ん
は
本
当
に
頼
り
に

な
る
存
在
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
、「
顔
を
合
わ
せ
る
」

こ
と
で
、
住
民
の
笑
顔
を
守
っ
て
い

ま
す
。

　

中
間
中
学
校
の
朝
の
見
守
り
で

は
、
民
生
委
員
と
教
師
、
保
護
司
の

皆
さ
ん
が
校
門
の
前
に
立
ち
、
朝
の

あ
い
さ
つ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
転

車
通
学
を
行
っ
て
い
る
中
間
中
学
校

で
は
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全

を
守
ろ
う
と
い
う
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
呼
び
か

け
で
、
10
年
以
上
前
か
ら
登
校
す

る
子
供
た
ち
に
声
掛
け
を
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
中
底
井
野
地
区
の

民
生
委
員
、斉
藤
勝
之
さ
ん
は
、「
ほ

と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
名
前
と
顔

は
覚
え
ま
し
た
。
１
人
１
人
丁
寧
に

様
子
を
見
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
誰
も
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
築
い
て
い

ま
す
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
が
自
由
に
授
業
風
景
を
見

て
回
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
訪
問
。

さ
ら
に
は
、
主
任
児
童
委
員
や
先

生
を
中
心
に
し
た
会
議
。
誰
も
が

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
情

報
を
共
有
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。。

　

中
間
校
区
の
民
生
委
員
が
栄
町

公
民
館
に
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
同
じ
民
生
委
員
で
介
護

福
祉
士
の
経
験
を
持
つ
穴
井
育
美

さ
ん
を
講
師
に
、
認
知
症
の
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。
老
人
の
徘
徊

な
ど
、
認
知
症
が
社
会
問
題
化
す

る
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
民
生
委
員

と
し
て
住
民
の
力
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
か
を
考
え
、
自
発
的
に
研
修

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

最
近
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識

の
高
ま
り
や
個
人
情
報
の
保
護
に

よ
っ
て
、
民
生
委
員
の
活
動
は
困

難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の

信
頼
と
安
心
を
得
る
た
め
に
、
ま

た
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
逃
さ
な

い
た
め
に
は
経
験
と
同
時
に
知
識

の
積
み
重
ね
が
重
要
な
の
で
す
。

　

活
動
は
す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
あ
る
た
め
、
か
つ
て
は
名
誉
職
と

言
わ
れ
た
民
生
委
員
。
制
度
が
始

ま
っ
た
100
年
前
か
ら
、
そ
の
情
熱

は
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

孤独死・孤立死を許さない

中間市の75歳以上の世帯は約3,500世帯。
独居世帯も増え続けています。
地域のネットワークを駆使して、「地域の力」を
結集して高齢者の孤立を防ぎます。

高齢者を見守る

変化を見逃さない

主任児童委員主導のもと、民生委員、保護者、
先生など、子どもたちを見守る目はたくさんあ
ります。すべての目を凝らして子どもたちの小
さな変化に対応しています。

子どもを見守る

住民の信頼につなげたい

めまぐるしい地域環境の変化に対応する
ため、定期的に研修や意見交換を行って
います。その豊かな知識と経験が社会を
支えています。

社会を見守る

中間市民生委員児童委員
協議会会長の縄手正男さん

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
行

政
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
住
民
を
つ

な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
。
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

今
、
ま
ち
の
見
守
り
役
・
つ
な
ぎ

役
で
も
あ
る
民
生
委
員
児
童
委

員
の
役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

見
守
り
を
続
け
る
こ
と
で
、
小

さ
い
子
ど
も
が
い
る
家
庭
や
ひ
と

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
は
だ
い

た
い
把
握
し
て
い
ま
す
。一
方
で
、

各
校
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員

が
独
自
の
活
動
を
根
気
よ
く
地

道
に
続
け
る
こ
と
で
、
地
域
に
民

生
委
員
児
童
委
員
の
顔
と
名
前

が
浸
透
し
、
顔
見
知
り
と
し
て
の

信
頼
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

来
年
、
民
生
委
員
制
度
は
100

年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の

100
年
で
培
っ
た
地
域
の
信
頼
を

失
う
こ
と
な
く
、
次
の
100
年
に
向

か
っ
て
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
は
地
域
の
笑
顔

の
た
め
に

月に２回、地域のひとり暮らしの高齢者の家
を中心に訪問し、安否確認などを行っている。

寒空のもと、登校する生徒１人１人に丁寧
に声を掛ける斉藤勝之さん（左から２人目）

70 ～ 200 世帯に１人の割合で民生委員を
配置するよう定められている

市役所や学校、
社会福祉協議会
など

相談・支援
31.2 件

連携 支援

研修・会議
24.3 件

地域活動
38.5 件

※件数は平成 24 年度の全国での活動件数の平均です。

民生委員児童委員
協議会

　民生委員法に基づいて制度化され
た民生委員は、児童福祉法に基づい
て制定された児童委員を兼ねており、
「民生委員児童委員」として活動して
います。また、児童委員を専任する
主任児童委員がいます。
　今回の記事では、制度をより身近
に感じてもらえるよう「民生委員」
と表記を統一しています。



7 Nakama City Public Relations 6広報なかま４月 10日号

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の

　

平
成
７
年
度
か
ら
公
共
下
水
道

事
業
を
開
始
し
、
平
成
27
年
度
末

の
普
及
率
は
約
73
％
で
、
地
域
下

水
道
を
合
わ
せ
る
と
約
83
％
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
約
３
、８
０
０
ｍ

の
管か

ん
き
ょ渠
を
布
設
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
市
内
全
体
で
約
３
６
、５
０
０

人
の
み
な
さ
ん
が
水
洗
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
処
理
場

や
ポ
ン
プ
場
を
中
心
と
し
て
、
下

流
か
ら
順
次
整
備
を
す
す
め
て
い

ま
す
が
、
中
間
市
全
域
を
整
備
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
年
月
を
必
要
と

し
ま
す
。

　

整
備
計
画
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

お
お
よ
そ
７
年
間
で
整
備
を
予
定
し

て
い
る
地
域（
左
図
の
黄
色
区
域
）を

掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る

と
ど
う
な
る
の

○
清
潔
で
住
み
良
い
環
境
の
ま
ち

に
な
り
ま
す

○
爽
や
か
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え

ま
す

○
側
溝
や
水
路
の
悪
臭
が
な
く
な

り
ま
す

○
川
や
海
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す

○
雨
が
降
っ
て
も
浸
水
し
な
く
な

り
ま
す

整
備
さ
れ
た
区
域
の
人
は

受
益
者
負
担
金
の
納
付
が
必
要

　
公
共
下
水
道
事
業
の
財
源
は
、
国

か
ら
の
交
付
金
、
地
方
債（
長
期
借

入
金
）、
一
般
市
費（
市
税
な
ど
）で
賄

わ
れ
て
い
て
、
公
共
下
水
道
事
業
に

は
多
額
の
資
金
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
下
水
道
施
設
の
設
置
に

よ
っ
て
生
活
環
境
の
向
上
な
ど
の
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の

人
に
、「
受
益
者
負
担
金
」
と
し
て

一
度
だ
け
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
額
は
、
敷
地
に

対
し
１
㎡
あ
た
り
500
円
で
す
。

　

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
区

域
は
、
前
年
度
ま
で
に
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
た
区
域
で
、
下
水

道
を
使
用
す
る
、
し
な
い
に
関
係

な
く
、
整
備
さ
れ
れ
ば
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
負
担

金
の
納
付
方
法
な
ど
は
、
下
水
道

工
事
前
の
地
元
説
明
会
で
詳
し
く

説
明
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
間
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は
ど
う
す
る
の

　
水
洗
化
を
行
う
に
は
、
宅
地
内
に

排
水
設
備
を
設
置
す
る
工
事
が
必
要

で
す
。
排
水
設
備
と
は
、
み
な
さ
ん

の
家
庭
の
台
所
や
お
風
呂
、
ト
イ
レ

な
ど
か
ら
出
る
汚
水
を
公
共
下
水
道

に
接
続
し
、
排
水
さ
せ
る
た
め
の
設

備
の
こ
と
で
す
。
な
お
、
排
水
設
備

に
は
雨
水
は
取
り
込
め
ま
せ
ん
。

※
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
の
設
置
ま
で
の
流
れ

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
中
間
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
に
、
工
事
見
積
り
を
依

頼
し
ま
す

②
各
家
庭
の
排
水
経
路
や
使
用
器

具
な
ど
の
条
件
を
打
ち
合
わ
せ
、

見
積
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
す

③
見
積
書
な
ど
の
条
件
が
合
う
指

定
工
事
店
と
契
約
を
行
い
ま
す

④
市
役
所
へ
の
手
続
き
は
指
定
工

事
店
が
代
行
し
ま
す

⑤
市
役
所
の
許
可
が
下
り
る
と
い

よ
い
よ
工
事
開
始
で
す

⑥
工
事
が
完
了
す
る
と
市
役
所
か

ら
検
査
員
が
検
査
に
伺
い
ま
す

※
検
査
に
合
格
す
る
と
、
検
査
済

　
中
間
市
で
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
、
住
み
良
い
環
境
の
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
公
共
下
水
道
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
完
全
な
普
及
に
は
ま
だ

ま
だ
多
く
の
時
間
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道

ど
う
な
っ
て
る
の
？

北中
北小

中間小

中間中

市役所

中間高校
南中

南小
東中

東小

西小

底小

既 供 用 開 始 区 域

平成 年 月供用開始区域

認 可 区 域 （ ）

■公共下水道計画
※黄色区域は今後おおよそ７年間で
整備を予定している地域です。

証
と
検
査
済
み
シ
ー
ル
を
交
付
し

ま
す
。

⑦
検
査
合
格
後
に
指
定
工
事
店
に

工
事
代
金
を
支
払
い
ま
す

　
水
洗
化
を
行
っ
て
住
み
良
い
快
適

な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

排
水
設
備
工
事
は
必
ず

指
定
工
事
店
で
お
願
い
し
ま
す

　

排
水
設
備
工
事
が
不
完
全
で
適

切
に
施
工
さ
れ
な
い
と
、「
下
水
が

流
れ
に
く
い
」「
管
が
つ
ま
る
」「
臭

気
が
家
の
中
に
入
り
込
む
」
と
い
っ

た
こ
と
が
起
こ
り
、
み
な
さ
ん
の
生

活
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
と
同
時

に
、
公
共
下
水
道
も
十
分
な
効
果

を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

排
水
設
備
の
工
事
は
市
が
指
定
し

た「
指
定
工
事
店
」で
な
け
れ
ば
工

事
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
工
事
店
以
外
で
排
水
設
備

工
事
を
行
っ
た
場
合
は
、
施
設
の

改
善
や
下
水
道
使
用
料
を
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て

徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
指
定
工
事
店
の
一
覧
表
は
、
中
間

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
覧
表
が
必
要
な
人
は
下
水
道

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

悪
徳
業
者
に
ご
注
意
を

　
「
中
間
市
か
ら
点
検
に
来
ま
し

た
。
清
掃
が
必
要
で
す
」
な
ど
と
、

言
葉
巧
み
に
宅
内
の
管
路
を
点
検

し
、
高
額
な
清
掃
費
を
請
求
す
る

悪
徳
業
者
が
横
行
し
て
い
ま
す
。
中

間
市
で
は
そ
の
よ
う
な
点
検
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
下
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
訪
問
し
て
点
検
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
広
報
な
か
ま
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　最近、油やゴミの不適切な排出によ
り下水道管の詰まりが発生しています。
下水道管に油を流すと、油分が固まり
詰まりの原因となり汚水があふれ出て
しまうことがあります。調理後のフライ
パンや皿についた油汚れは拭き取って
から洗ってださい。また、グリース阻
集器の設置してある飲食店では、定
期的な点検、清掃を行ってください。

油やごみが堆積して固まり、管が詰まっている様子。水が
流れにくくなると、悪臭が起こる。

下水道は何でも流せるわけじゃない

●問合先　環境上下水道部下水道課　☎（２４６）６２５６
○中間市ホームページ　http://www.city.nakama.lg.jp/
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行政への苦情・要望などの相談に応じます。予約は不要で
すので、直接会場にお越しください。
●�日 時　５月７日土、20日金・15時〜 17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　企画政策課　☎（２４６）６２７１

行 政 相 談

法律に関する悩みを弁護士に相談できます。前日までに窓
口で予約してください。受付時間は月曜〜金曜日の午前８
時 30分〜午後５時 15分で、定員は６人です。
●�日 時　５月７日土、20日金、26日木・15時〜17時
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　中間市社会福祉協議会　☎（２４４）１２３０

心 配 ご と 相 談

子どもの養育など児童に関する相談をお受けします。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 17時
●�問合先　こども未来課家庭児童相談係（市役所本館３階）
　☎（２４６）３５１５

家 庭 児 童 相 談

生活が困難な人が自立した生活を行えるよう相談に応じます。
●��受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●�場所・問合先　市民生活相談センター（中間二丁目10番１号）
　☎（２４６）１０３０

市民生活相談センター

悪質商法やインターネットのトラブルなどの相談に応じます。
●�受 付　月曜日〜金曜日・９時〜 16時
●場 所　産業振興課（市役所別館２階）
●問合先　消費生活センター　☎（２４６）５１１０

消 費 者 相 談

交通事故のトラブルなどについて、県警職員が相談に応じます。
●������日 時　５月11日水・10時〜 16時（受付は15時まで）
●場 所　ハピネスなかま（通谷一丁目 36番 10号）
●問合先　安全安心まちづくり課　☎（２４６）２０１７

県巡回交通事故相談

●�期 日　毎月第１〜４火曜日（５月３日火は休み）
●時間・場所
　○13時〜14時・福祉支援課（市役所１階）
　○14時 30分〜15時 30分・ハピネスなかま
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２

補 聴 器 相 談

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
通
常
の
休
館

日
で
あ
る
５
月
３
日
火
と
４
日
水
、
５
日

木
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
ま
す
。

　

振
り
替
え
で
、
５
月
６
日
金
は
休
館

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
と
貸
館
事
業
、
西
部
出
張
所（
住
民

票
な
ど
の
発
行
業
務
）も
同
様
で
す
。

　

住
民
票
な
ど
の
発
行
は
、
市
役
所
市

民
課
窓
口
と
東
部
出
張
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

中間市公式 Facebook の QR コードをご利用ください。

中間市公式 Facebook
https://www.facebook.com/city.nakama.lg.jp/

中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１
http://www.city.nakama.lg.jp

中間市ホームページの QR コードをご利用ください。

交
流
セ
ン
タ
ー
の
５
月
の
休
館
日

●
問
合
先　

世
界
遺
産
推
進
室　
　
　

☎（
２
４
５
）４
６
６
５　

農
地
の
平
均
賃
借
料

●
問
合
先　

農
業
委
員
会　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
３
５　

　

震
災
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
、
木
造
戸
建
て
住
宅

の
耐
震
改
修
工
事
費
に
補
助
金
が
出
ま

す
。
希
望
者
は
、申
請
前
に
市
と
協
議
し
、

耐
震
診
断
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
条
件

〇
世
帯
全
員
に
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と

〇
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

〇
住
宅
の
所
有
者
で
居
住
し
て
い
る
こ
と

●
対
象
住
宅　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を

満
た
す
も
の

○
市
内
に
あ
る
木
造
戸
建
て
住
宅

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
ま

木
造
戸
建
て
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

●
問
合
先　

都
市
整
備
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
６
０　

た
は
着
工
し
た
も
の

○
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

が
1.0
未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の

○
本
制
度
に
よ
る
補
助
金
の
交
付
を
過

去
に
受
け
て
い
な
い
こ
と

○
現
に
居
住
者
が
い
る
こ
と

○
建
築
基
準
法
、
関
係
法
令
の
規
定
に

違
反
し
て
い
な
い
こ
と

●
補
助
率
・
限
度
額　
耐
震
改
修
補
強

工
事
の
20
％
・
30
万
円
ま
で

●
申
込
期
間　
４
月
11
日
月
～
平
成
29

年
１
月
31
日
火

※
耐
震
改
修
工
事
は
、
今
年
度
中
に
完
了

す
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
ま
た
、
本
事
業

は
、平
成
29
年
3
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

中
間
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法

に
基
づ
き
毎
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
締

結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借
に
お
け
る
賃

借
料
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
市
内
の
市
街
化
調
整
区
域

内
の
地
目
、
田
に

お
け
る
平
均
賃
借

料
は
、
10
ア
ー
ル

（
１
、０
０
０
㎡
）あ

た
り
１
１
、８
０
０

円
で
す
。

　

今
回
の
募
集
は
抽
選
方
式
に
よ
る
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
募
集
案
内
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
住
宅　
深
坂
団
地
、
池
田
団
地

●
募
集
戸
数　
各
１
戸

●
入
居
資
格

○
市
内
在
住
在
勤
で
、
収
入
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
こ
と 

○
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

○
市
営
住
宅
条
例
に
基
づ
く
入
居
条
件

を
満
た
す
こ
と

●
申
込
書
配
布　
４
月
11
日
月
か
ら
都

市
整
備
課
で
配
布
し
ま
す 

●
申
込
受
付
期
間　
４
月
11
日
月
～
20

日
水

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

●
問
合
先　

都
市
整
備
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
６
０　

　

中
間
市
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
を

策
定
す
る
た
め
に
、
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
行
い
ま
す
。
広
く
市
民
の
意
見

を
聴
き
、
計
画
の
参
考
と
す
る
た
め
に

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　
次
の
要
件
す
べ
て
を
満

た
す
人

〇
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

〇
平
日
の
日
中
に
参
加
可
能
な
人（
全
６

～
７
回
の
会
議
を
予
定
）

●
任

期　
７
月
か
ら
平
成
29
年
３

月
ま
で

●
報

酬　
４
、２
０
０
円（
１
回
）

●
募
集
人
数　
１
人
程
度

●
応
募
方
法　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動

機（
400
～
800
字
）を
記
入
し
、
郵
送
ま

た
は
福
祉
支
援
課
窓
口
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い

●
応
募
期
日　
５
月
６
日
金
・
必
着

●
選
考
方
法　
書
類
選
考

※
選
考
結
果
は
通
知
し
ま
す
。

障
害
者
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
問
合
先　

福
祉
支
援
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２　

　

４
月
以
降
の
介
護
保
険
料
額
を
記
載

し
た
仮
徴
収
額
通
知
書
を
発
送
し
ま
し

た
。
内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者

〇
平
成
28
年
４
月
ま
た
は
６
月
か
ら
介
護

保
険
料
の
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
人

〇
納
付
書
や
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

で
介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

※
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
は
、
２

月
に
年
金
天
引
き
さ
れ
た
金
額
と
同
額

が
４
月
と
６
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
仮
徴
収
額
通
知

書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
６
月
に
65

歳
以
上
の
人
に
、
１
年
間
の
介
護
保
険

料
額
を
記
載
し
た
決
定
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
生
活
困
窮
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
介
護
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

場
合
、
介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
要
件
や
必
要
書
類
な

ど
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
場
合
も
、
今
年
度
の
介
護
保
険
料
の

減
免
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。

●
減
免
対
象
者

〇
震
災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど

の
財
産
に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
人

〇
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る
要
保
護
者

と
同
等
の
状
態
で
、
現
に
生
活
保
護

を
受
け
て
い
な
い
た
め
に
生
活
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
人

〇
監
獄
、
労
役
場
な
ど
に
１
月
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
人

●
減
免
期
間　
減
免
を
申
請
し
た
月
か

ら
年
度
末
ま
で

※
拘
禁
は
該
当
月
か
ら
該
当
し
な
く
な

っ
た
前
月
分
ま
で
で
す
。

介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　
　
　
　
　

☎（
２
４
６
）６
２
４
３　
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小
規
模
保
育
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

５
月
１
日
日
か
ら
小
規
模
保
育
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

小
規
模
保
育
事
業
と
は
…

　

乳
幼
児（
０
～
２
歳
児
ま
で
）を
対
象
と

し
た
、
６
人
以
上
19
人
以
下
の
定
員
で
行

う
保
育
で
す
。
施
設
の
設
備
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
基
準
な
ど
は
、
基
本
的
に
認
可

保
育
所
と
同
様
で
す
。

　

な
お
、
３
歳
児
以
降
、
連
携
施
設
に
継

続
し
て
通
園
す
る
か
、
他
園
に
転
園
す
る

か
を
選
択
で
き
ま
す
。

●
対
象
児
童　
日
中
、
就
労・出
産・介
護・

求
職
活
動
な
ど
の
理
由
で
家
庭
で
児
童

を
保
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
世
帯

●
入
所
申
込
方
法　
入
所
を
希
望
す
る
月

の
前
月
の
10
日
ま
で
に
市
役
所
の
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
５
月
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
４
月

10
日
を
過
ぎ
て
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

こ
ど
も
未
来
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
保
育
料　

認
可
保
育
所
と

同
様
に
市
民
税
の
課
税
額
で
保

育
料
を
算
定
し
、
保
護
者
が
、

直
接
小
規
模
保
育
事
業
所
に

納
付
し
ま
す

●
必
要
書
類

○
入
所
申
込
書（
乳
幼
児
１
人
に

つ
き
１
枚
）

○
支
給
認
定
申
請
書（
乳
幼
児
１
人
に
つ
き

１
枚
）

○
勤
務
証
明
書（
16
～
64
歳
の
同
居
し
て
い
る

人
全
員
）、
誓
約
書（
求
職
活
動
を
行
う
人
）

　

開
所
す
る
園
を
紹
介
し
ま
す

●
施
設
名
称　
中
間
ひ
が
し
保
育
園

●
定

員　
18
人

●
開
所
予
定
日　
５
月
２
日
月

●
場

所　
扇
ケ
浦
二
丁
目
２
‐
１

●
連
携
施
設　
中
間
東
幼
稚
園

●
問
合
先

○
中
間
東
幼
稚
園（
４
月
20
日
ま
で
）

　
☎（
２
４
５
）０
９
８
６

○
中
間
東
保
育
園（
４
月
21
日
か
ら
）

　
☎（
２
４
４
）９
３
３
５

●
園
の
方
針

○
運
動
の
基
礎（
ハ
イ
ハ
イ
・
歩
く
・
走
る
・

跳
ぶ
）を
日
々
取
り
入
れ
る
強
い
体
作
り

に
取
り
組
み
ま
す

○
発
芽
玄
米
を
主
食
と
し
た
和
食
中
心
の

給
食
を
実
施
し
ま
す

○
友
達
を
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
や
思
い
や

り
の
心
を
育
て
る
保
育

○
広
い
園
庭
で
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
、

地
域
の
子
育
て
の
手
助
け
に
努
力
し
ま
す

子育て通信

こども未来課
☎（２４６）６２４８

ス
ト
ー
マ
装
具

ス
ト
ー
マ
と
は
…

　

身
体
の
自
然
の
排
泄
口
の
ほ

か
に
、
手
術
な
ど
に
よ
っ
て
人

工
的
に
造
設
さ
れ
た
排
泄
口
を

言
い
ま
す
。
が
ん
や
傷
病
な
ど

に
よ
り
腸
や
膀ぼ

う
こ
う胱
の
一
部
を
切

除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

に
、
そ
の
部
分
か
ら
腹
部
に
排
泄
の
た
め

の
ス
ト
ー
マ
が
造
設
さ
れ
ま
す
。
ス
ト
ー

マ
に
は
、
大
き
く
分
け
て
人
工
肛
門
な
ど

の
消
化
器
系
ス
ト
ー
マ
と
、
人
工
膀
胱
な

ど
の
尿
路
系
ス
ト
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

装
具
が
必
要
で
す

　

自
然
に
起
き
る
排
泄
時
に
は
括
約
筋
と

い
う
筋
肉
が
あ
る
た
め
、
排
泄
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
ス
ト

ー
マ
の
場
合
は
こ
の
よ
う
な
筋
肉
が
な
い

た
め
排
泄
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
受
け
止
め
る

た
め
の
ス
ト
ー
マ
装
具
が
必
要
と
な
る
の

で
す
。

装
具
購
入
に
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

　
高
度
の
排
便
、排
尿
機
能
障
が
い（
直
腸・

ぼ
う
こ
う
機
能
障
害
）な
ど
が
あ
る
人
に
対

し
て
は
、
ス
ト
ー
マ
装
具
の
購
入
費
の
補

助
制
度（
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
）が

あ
り
ま
す
。
１
か
月
あ
た
り
、
消
化
器
系

ス
ト
ー
マ
装
具
は
８
、８
５
８
円
、
尿
路
系

ス
ト
ー
マ
は
１
１
、６
３
９
円
で
す
。

　

こ
の
補
助
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

事
前
に
福
祉
支
援
課
に
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
必
要
書
類
な
ど

が
揃
い
次
第
、
ス
ト
ー
マ
業
者
と
ス
ト
ー

マ
装
具
利
用
者
に
決
定
通
知
を
送
付
し
、

補
助
を
受
け
購
入
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

正
し
い
知
識
で
快
適
な
日
常
生
活
を
送
ろ
う

　

ス
ト
ー
マ
は
、
腸
や
膀
胱
な
ど
の
代
わ

り
に
排
泄
を
行
う
大
切
な
身
体
の
一
部
で

す
。
初
め
て
ス
ト
ー
マ
を
造
設
し
た
人
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
ス
ト
ー
マ

の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
術
前
と

同
様
の
生
活
が
送
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は

14
日
以
内
に
…

　
国
保
の
加
入
・
脱
退
な
ど
の
届
け
出
は
、

必
ず
異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ
の

加
入
に
伴
っ
て
国
保
を
脱
退
す
る
と
き
の

届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
証
や
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

届
け
出
の
と
き
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
書
類
や
身
分
証
明

書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
本
人
以
外
が
届
け
出
を
す
る
と
き
は
、

委
任
状
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

●
加
入
時　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
所

定
の
日
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
税
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険

証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
脱
退
時　
国
保
の
資
格
が
無
く
な
っ

た
後
、
誤
っ
て
国
保
で
医
療
を
受
け
て

し
ま
う
と
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国保だより

健康増進課
☎（２４６）６２４６

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

現
在
の
日
本
で
は
、
20
歳
以
上
の
す
べ

て
の
人
が
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
は
一
般
的
に

収
入
が
少
な
く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
で
す
。
そ
の
た
め
、
経
済
的
負
担
を

考
慮
し
、
学
生
本
人
が
申
請
を
し
て
承
認

さ
れ
る
と
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
、
保
険

料
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
を
利
用
し

た
い
人
は
、
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
年
金
受
給
に
必
要
な
期
間
に
は
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
、

各
種
学
校（
修
業
年
限
が
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）に
在
学
し
、
本
人
の
前
年
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
学
生

※
対
象
外
の
学
校
も
あ
り
ま
す
。

●
受
付
場
所　
市
民
課
、
八
幡
年
金
事
務
所

●
受
付
期
間　
４
月
１
日
金
～

●
受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
承
認
期
間　
平
成
29
年
３
月
ま
で

●
持
っ
て
く
る
も
の

〇
年
金
手
帳

〇
印
鑑

〇
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は

　

在
学
証
明
書
の
原
本（
コ
ピ

　
ー
不
可
）

※
授
業
料
払
込
領
収
書
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
適
用
を
希
望
す
る
場
合

　

平
成
27
年
度
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申

請
し
て
猶
予
が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、

承
認
期
間
が
平
成
27
年
４
月
か
ら
平
成
28

年
３
月
ま
で
で
す
。
引
き
続
き
猶
予
を
希

望
す
る
人
は
、
は
が
き
形
式
の
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
押
印
し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
平
成
28
年
２
月
以
降
に
猶
予
が
承
認

さ
れ
た
人
は
、
は
が
き
が
送
付
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
課
ま
た
は

八
幡
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　
八
幡
年
金
事
務
所

　
☎（
６
３
１
）７
９
６
２

年金ニュース

市民課
☎（２４６）６２４０

なかまで暮らそう
～ノーマライゼーション～

福祉支援課
☎（２４６）６２８２

� ノーマライゼーションとは、
「障がい者も健常者もすべての人が
一緒に暮らせる社会が当たり前だ」
という考え方のことです。

こんなときに 必要なもの

変
更
手
続
き

市内で住所が変わったとき 印鑑、国民健康保険証（世
帯主や住所が変わったとき
は世帯全員分必要）

世帯主が変わったとき（死
亡も含む）

修学のため、別に住所を定
めるとき

印鑑、国民健康保険証、在
学証明書（入学する場合は
合格通知など）

保険証をなくしたとき、汚
したとき

印鑑、本人確認書類（運転
免許証など顔写真付きの身
分証明書）

こんなときに 必要なもの

取
得
手
続
き

転入したとき 印鑑、前住所地から発行さ
れた証明など

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、健康保険資格喪失証
明書、年金手帳（60 歳未満）、
年金受給者は年金証書職場の健康保険の被扶養者

から外れたとき
子どもが生まれたとき ※ 印鑑

※出産育児一時金の手続きや乳幼児・児童医療費助成制度の手
続きも必要です。

こんなときに 必要なもの

喪
失
手
続
き

転出するとき 印鑑、国民健康保険証
職場の健康保険に加入した
とき 印鑑、国民健康保険証、職

場の健康保険証または健康
保険資格取得証明書職場の健康保険の被扶養者

になったとき

死亡したとき ※
印鑑、国民健康保険証（世
帯主が死亡したときは世帯
全員分必要）

※葬祭費の手続きも必要です。

このマークがある公共の
トイレは、ストーマ装具
を付けた人への配慮がさ
れています。

福 祉 の 輪
みんながつながる
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　大手電話会社を名乗り「新サービスです」と電話がかかってきた
ので、長年契約をしている会社だと思い話を聞いた。光回線サービ
スの利用料が安くなると思い、担当者に言われるまま転用承諾番号
をインターネットで取得して伝えた。
　しかし、登録完了通知を見ると、大手電話会社とは別会社との契
約であることが分かった。解約したい。

■事例
くらしのミカタ

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
光
回
線

サ
ー
ビ
ス

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
）が
光
回
線

サ
ー
ビ
ス
の
卸
売
り
を
開
始
し
、

多
く
の
事
業
者
が
光
回
線
だ
け

で
な
く
、
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ

ト
に
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
契

約
内
容
が
多
様
化
、
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。

契
約
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

勧
誘
さ
れ
た
と
き
は
、
事
業

者
名
、
サ
ー
ビ
ス
名
な
ど
を
必

ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
か
ら
ほ
か
の
事
業
者
に
乗
り

換
え
る
場
合
は
、
転
用
承
諾
番

号
の
取
得
が
必
要
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

西
と
の
契
約
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
「
契
約
に
必
要
な
手
続
き
を
し

た
覚
え
が
な
い
の
に
、
ほ
か
の

事
業
者
へ
の
乗
り
換
え
が
完
了

し
て
い
た
」「
安
く
な
る
と
言
わ

れ
た
の
に
、
知
ら
な
い
オ
プ
シ
ョ

ン
を
契
約
さ
せ
ら
れ
て
今
よ
り

高
く
な
っ
た
」
な
ど
の
事
例
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、

現
在
契
約
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

の
解
約
料
金
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

現
在
の
契
約
内
容
を
理
解
し
た

う
え
で
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「光回線サービスの乗り換えは慎重に」

ちいさなこころで
はぐくむ人権

子どもたちが感じた人権の
カタチ。作文や標語をとお
して、もう一度人権につい
て考えてみませんか。

全国の消費生活センターに寄せられる相談の一部を
紹介します。

　

市
民
環
境
会
議
「
な
か
ま
の
環

境
を
良
く
す
る
会
」
が
主
催
す
る
、

「
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
！
」
が

６
月
12
日
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

家
族
で
考
え
よ
う

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
温
暖
化

　

地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
二
酸
化
炭
素
。
家
庭
か
ら
の
排

出
量
は
全
体
の
約
15
％
を
占
め
て

お
り
、
２
０
１
３
年
に
は
年
間
お

よ
そ
１
億
９
、７
０
０
万
ｔ
が
排

出
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
、
電
気
と
ガ
ソ
リ

ン
で
約
72
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
と
は

　

普
段
の
家
庭
生
活
を
見
つ
め
、

エ
コ
を
意
識
し
た
地
球
に
や
さ
し

い
生
活
を
家
族
で
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
に
と
始
ま
っ
た
活

動
で
す
。
年
々
参
加
の
輪
が
広
が

り
、
昨
年
は
７
、０
０
０
人
を
超

え
る
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内

に
居
住
し
て
い
な
く
て
も
参
加
で

き
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
手
に
入
れ
よ
う

　

市
内
小
中
学
校
・
高
校
に
通
学

し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
、
通
っ
て
い
る
学
校
で
「
学
校

用
シ
ー
ト
」
が
配
ら
れ
ま
す
。
公

共
施
設
な
ど
で
は
「
一
般
用
シ
ー

ト
」
を
配
布
予
定
で
、
ど
ち
ら
も

１
枚
で
家
族
４
人
ま
で
記
入
で
き

ま
す
。

■
シ
ー
ト
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
よ
う

　
学
校
用
・
一
般
用
シ
ー
ト
に
は
、

取
り
組
み
に
よ
っ
て
削
減
で
き
る

二
酸
化
炭
素
量
を
項
目
ご
と
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ラ
イ
フ
デ

ー
当
日（
６
月
12
日
）に
項
目
の
内

容
に
取
り
組
ん
だ
場
合
は
、「
チ
ェ

ッ
ク
！
」
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
当
日
だ
け
で
な
く
日
ご
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
場
合
は
、
さ

ら
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
い
記
入
・
提
出
方
法
は
、

５
月
10
日
号
の
広
報
な
か
ま
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
っち
ゃれ環境

み
んな

で考
えよう　地球の未来

環

境保全課（２４５）５
３０

０

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 増減率

２月 740,370㎏ 743,440㎏ △ 3,070㎏ △ 0.4％

累計 10,052,070㎏ 10,302,520㎏ △ 250,450㎏ △ 2.4％

出典：JCCCA 全国地球温暖化防止センター
　1863年の薩英戦争によって、集成館は焼失してしまいます
が、薩摩藩はすぐに再建に着手します。64 年に建設が始まり、
65年に竣工したこの機械工場は、「ストーンホーム」と呼ばれ
る洋風建築で、日本に現存する近代工場として最も古い建物
です。火山由来の凝灰岩でその壁面は作られています。
　この工場では主に、洋式機械による金属加工や、艦船・蒸
気機関の修理・部品加工が行われ、長崎製鉄所の特徴や技
術が引き継がれていました。
　現在は、島津家に伝わる歴史資料を展示する博物館として
利用されています。

旧集成館機械工場

世
界
遺
産
で

な
か
ま
に

な
ろ
う

●場 所　鹿児島県鹿児島市吉野町 9698‐１
●問 合 先　尚古集成館　☎ 099（247）1511
●アクセス
○�電車…ＪＲ鹿児島中央駅から車で約 20 分
○�バス…鹿児島シティビュー仙巌園前で下車してすぐ

遠賀川水源地ポンプ室の
世界遺産なかまを紹介します。

学校の授業を通して考
えた人権。１人でも多く
の人が人権について考
えれば、世の中にある
不公平な「違い」はなく
なると思います。

中間南中学校卒業
栗原 彩夏さん

　「
不
公
平
な
『
違
い
』」

　
　
　
　
　
　
　
栗
原　
彩
夏

　
世
の
中
に
は
、
様
々
な
「
違
い
」

が
あ
る
。
そ
の
「
違
い
」
に
つ
い

て
考
え
る
、
と
い
う
授
業
が
あ
る

と
き
行
な
わ
れ
た
。
班
ご
と
に
、

い
ろ
ん
な
場
面
で
生
じ
る
「
違
い
」

が
書
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
が
配
ら
れ
、

あ
っ
て
も
良
い
「
違
い
」
な
の
か

ど
う
か
話
し
合
っ
た
。
プ
リ
ン
ト

の
内
容
は
例
え
ば
、「
○
○
君
は
、

肌
の
色
が
白
い
が
、
○
○
君
は
黒

い
」
と
い
う
違
い
や
、「
部
活
動
で
、

先
輩
は
全
く
掃
除
を
せ
ず
、
後
輩

が
い
つ
も
掃
除
を
し
て
い
る
」
と

い
う
違
い
、
さ
ら
に
「
国
会
議
員

は
、
男
性
が
ほ
と
ん
ど
で
女
性
は

少
な
い
」
と
い
う
違
い
な
ど
、様
々

だ
。
初
め
に
挙
げ
た
肌
の
色
の
違

い
な
ど
は
、
あ
っ
て
も
良
い
と
い

う
意
見
で
一
致
し
た
が
、
す
べ
て

の
場
合
で
す
ぐ
に
「
こ
れ
は
良
い
、

悪
い
」
と
判
断
は
で
き
る
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
良
い
、
と
最
初
に

思
っ
て
も
後
か
ら
考
え
て
み
る
と
、

法
律
で
許
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

っ
て
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
良
く
な

い
「
違
い
」
な
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
り
、
そ
れ
が
“
普
通
”
と

思
っ
て
い
た
け
ど
よ
く
考
え
て
み

る
と
お
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
、

と
感
じ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
授
業
で
は
「
良
い
、

悪
い
」を
考
え
る
他
に
、そ
れ
ぞ
れ
、

あ
っ
て
も
良
い
“
違
い
”
と
良
く

な
い
“
違
い
”
の
特
徴
に
つ
い
て

も
話
し
合
っ
た
。
あ
っ
て
も
良
い

“
違
い
”
に
つ
い
て
は
、
家
庭
内
で

決
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
本
人
が

ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
、
と
い

う
特
徴
が
あ
っ
た
。
あ
っ
て
は
い

け
な
い
“
違
い
”
に
は
、
差
別
的

で
あ
る
こ
と
、
人
権
が
守
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
が
あ

っ
た
。
ま
た
私
は
、
区
別
す
る
根

拠
の
な
い
も
の
が
、
あ
っ
て
は
い

け
な
い
“
違
い
”
の
特
徴
な
の
で

は
な
い
か
と
も
思
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
が
あ
っ
た
お

か
げ
で
、
普
段
な
ら
あ
ま
り
深
く

考
え
な
い
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。
世
の
中
に
は
「
差

別
」
ほ
ど
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、

不
公
平
な
「
違
い
」
が
多
く
生
じ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
「
違
い
」

を
無
く
す
た
め
に
は
、心
か
ら
“
お

か
し
い
”
と
思
う
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
気
持
ち
を
行
動
に
う
つ
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
一
部
の
人
が
行
動
す

る
だ
け
で
は
、
簡
単
に
「
不
公
平

な
違
い
」
が
無
く
な
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
あ
る
事
柄
は
、
法
律

に
ま
で
関
係
し
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決

し
、
公
平
に
す
る
た
め
に
は
や
は

り
、
全
世
界
の
人
々
と
は
言
わ
な

く
て
も
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々

の
中
に
「
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
考
え
が
広
が
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
私
は
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
こ
の
こ
と
に
気
付

い
て
ほ
し
い
。
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玉
ど
め
の
上
手
に
出
来
ぬ
も
ど
か
し
さ
縫
え
る
を
幸
と
座
布
団
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

宮
　
崎
　
弥
　
生

大
寒
波
に
断
水
す
る
も
息
子
よ
り
飲
料
水
届
き
て
ほ
の
ぼ
の
嬉
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
四
丁
目	

吉
　
岡
　
比
呂
己

朽
ち
し
葉
の
下
よ
り
顔
出
す
ふ
き
の
と
う
春
の
日
差
し
に
尚
み
づ
み
づ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
一
丁
目	

石
　
田
　
順
　
子

達
筆
の
和
紙
に
溢
る
る
子
へ
の
愛
明
治
生
ま
れ
の
父
よ
り
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

高
　
田
　
厚
　
子

そ
ば
だ
て
る
あ
か
つ
き
の
窓
し
ん
し
ん
と
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
雪
明
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

大
　
内
　
紘
　
子

下
野 

惠
助
選

短 

歌

ほ
つ
ほ
つ
と
ぬ
か
る
み
歩
き
梅
探
る

　
　
　
扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋
　
口
　
か
な
え

窓
少
し
開
け
早
春
の
風
通
す

　
　
　
太
賀
二
丁
目	
白
　
石
　
紀
　
子

早
春
の
光
を
浴
び
て
鷺さ

ぎ

来
る

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

海
見
ゆ
る
砲
台
跡
の
冴さ

え

返
る

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
﨑
　
サ
カ
エ

白
梅
の
裾
よ
り
風
の
吹
き
登
る

　
　
　
上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

木
葉
句
会

俳 
句

凡
人
の
怒
り
鎮
め
る
般
若
湯

　
　
　
中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
し
ず
子

メ
イ
ク
し
て
写
る
自
分
と
会
話
す
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

二
　
禮
　
秀
　
子

服
装
を
鑑
に
写
し
旅
支
度

　
　
　
中
間
三
丁
目	

柴
　
田
　
弘
　
美

仏
頂
面
よ
そ
の
妻
に
は
愛
想
よ
い

　
　
　
扇
ヶ
浦
二
丁
目	

大
　
串
　
美
佐
子

盃
を
傾
け
あ
っ
て
俺
お
前

　
　
　
朝
霧
二
丁
目	

松
　
下
　
未
代
子

吉
富 

廣 

選

川 

柳

History
八っ広遺跡周辺で出土した四虵文鏡

　
八
っ
広
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の
墓
が

６
基
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。
場
所
は

現
在
の
垣
生
公
園
の
南
西
の
尾
根
上

で
す
。
発
見
さ
れ
た
墓
は
石
棺
墓
と
い

わ
れ
る
も
の
で
、
い
く
つ
か
の
扁へ

ん
ぺ
い平
な

形
の
石
を
組
み
合
わ
せ
て
長
方
形
の

棺ひ
つ
ぎ

に
し
た
も
の
で
す
。
発
見
さ
れ
た
一

部
の
棺
の
内
面
に
は
、「
丹に

」
や
「
朱し

ゅ

」

と
い
う
赤
い
顔
料
が
塗
っ
て
あ
り
、
埋

葬
当
時
は
色
鮮
や
か
な
棺
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
石
棺
は
現

在
も
垣
生
公
園
の
地
中
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

四
虵
文
鏡
は
、
友
松
三
次
氏
に
よ

っ
て
昭
和
49
年
に
八
っ
広
遺
跡
周
辺

で
採
集
さ
れ
た
青
銅
鏡
片
で
す
。
全

体
の
５
分
の
１
し
か
残
っ
て
い
な
い

小
さ
な
鏡
片
で
す
が
、
ヘ
ビ
の
よ
う

な
「
虵ち

も

ん文
」
と
斜
め
の
刻
み
目
を
入

れ
た
二
条
の
「
櫛く

し
は
も
ん
た
い

歯
文
帯
」
が
特
徴

的
な
青
銅
鏡
で
す
。

　

四
虵
文
鏡
は
中
国
の
前
漢
末（
約

２
０
０
０
年
前
）か
ら
後
漢
前
半（
約

１
９
０
０
年
前
）に
出
土
す
る
青
銅
鏡

で
、
日
本
で
は
弥
生
時
代
後
期
前
半

（
約
１
９
０
０
年
前
）の
遺
跡
か
ら
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
八
っ
広
遺
跡
の
鏡
片

も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
中
国

か
ら
伝
来
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
八
っ
広
遺
跡
で
採
集
さ
れ

た
鏡
片
に
は
、
赤
い
「
丹
」
が
付
着

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
石
棺
墓
な
ど

の
お
墓
に
死
者
と
共
に
埋
葬
さ
れ
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文芸歳時記
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「
子
ど
も
読
書
の
日
」

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
、
ま
た
、
子

ど
も
が
積
極
的
に
読
書
を
す
る
こ

と
を
願
い
、毎
年
４
月
23
日
は
「
子

ど
も
読
書
の
日
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
」

の
作
者
で
あ
る
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ

ル
バ
ン
テ
ス
や
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
」
の
作
者
で
あ
る
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
な
ど
、

著
名
な
作
家
の
命
日
が
４
月
23
日

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
が

土
か
ら
５
月
８
日
日
ま
で
、「
春
の

図
書
館
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し
み
、

読
書
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と

し
て
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
お
は
な
し
会

　

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
ほ
っ
と
ブ
ッ
ク
な
か
ま
」
に

よ
る
、
特
別
お
は
な
し
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日

時　
４
月
16
日
土
・
午

前
11
時
～
正
午

●
内

容　
読
み
聞
か
せ
、
紙

芝
居
、
歌
遊
び
な
ど

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　

全
４
作
品
の
う
ご
く
え
ほ
ん
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
す
。

●
日

時　
４
月
24
日
日
・
14

時
～
14
時
45
分

●
上
映
作
品

〇
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な

〇
つ
き
よ
の
く
じ
ら

〇
ぴ
っ
け
や
ま
の
お
な
ら
く
ら
べ

〇
う
え
へ
ま
い
り
ま
ぁ
す

●
定

員　
30
人

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
日
お
り
が
み
教
室　
　

～
こ
い
の
ぼ
り
の
壁
飾
り
を
作
ろ
う
～

　

折
り
紙
を
使
っ
て
、
壁
に
飾
れ

る
鯉
の
ぼ
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

折
り
紙
サ
ー
ク
ル
「
す
み
れ
の
会
」

が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
大

人
か
ら
子
ど
も
ま
で
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

※
幼
児
に
は
保
護
者
が
同
伴
し
て

く
だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
７
日
土
・
13

時
30
分
～
14
時
30
分

●
定

員　
20
人

●
申
込
方
法　
窓
口
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

　

図
書
館
員
お
は
な
し
会

　

図
書
館
員
に
よ
る
お
は
な
し
会

で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
５
月
７
日
土
・
11

時
～

　

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

　

図
書
館
で
保
存
期
間
が
過
ぎ
た

雑
誌
を
、
無
料
で
お
譲
り
し
ま
す
。

１
人
５
冊
ま
で
で
す
。

●
日

時　
５
月
７
日
土
・
８

日
日
・
９
時
30
分
～
19
時

　

い
ず
れ
も

●
場

所　
市
民
図
書
館

こ
の
日
を
「
世
界
・
本
と
著
作
権

の
日
」
と
宣
言
し
て
い
る
こ
と
に

ち
な
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
期
、

全
国
の
図
書
館
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

春
の
図
書
館
ま
つ
り

　

市
民
図
書
館
で
は
、
４
月
16
日

図書館だより

中間市民図書館

問 合 先　市民図書館
　☎（２４５）４６６４

住 所　蓮花寺三丁目１-２

休 館 日　４月11日月、18日月、
25日月、27日水、５月２日月、９日月

開館時間　９時30分～19時

知られざる中間の歴史を

ひも解きます。

市民図書館のおすすめの本
やイベントを紹介するよ。
みんな遊びに来てね。

とんでもない

ぼくは、さいのよろいのような
立派な皮がうらやましい。でも
実は、その皮は重くて大変で、
さいは、身軽にはね回れるうさ
ぎがうらやましくて…。どうぶつ
たちの悩みをユーモラスに描く。

焼野まで
村田喜代子・著

東日本大震災の直後、子宮ガ
ンを告知された主人公は摘出
手術を断り、火山灰の降り積も
る地で、放射線治療を受ける。
3・11の厄災と病の狭間で、比
類ない感性が捉えた魂の変容。

注
目
の
本

（一般書）

鈴木のりたけ／作・絵

（児童書）

春
の
図
書
館
ま
つ
り
大
特
集
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健
康
の
た
め
の
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
！

　

普
段
か
ら
元
気
に
体
を
動
か
す

こ
と
で
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
、
が
ん
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
、
う
つ
、
認
知
症
な

ど
に
な
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
…

　

骨
や
関
節
の
病
気
、
筋
力
の
低

下
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
に
よ

っ
て
転
倒
、
骨
折
し
や
す
く
な
る

こ
と
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き

な
く
な
り
介
護
が
必
要
と
な
る
危

険
性
が
高
い
状
態
を
指
し
ま
す
。

①
気
づ
く

　

実
は
、
体
を
動
か
す
機
会
や
環

境
は
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
い
つ
な
の
か
」「
ど

こ
な
の
か
」
日
常
生
活
の
環
境
を
も

う
１
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
始
め
る

　

今
よ
り
も
少
し
で
も
長
く
、
少

し
で
も
元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と

が
健
康
へ
の
第
１
歩
で
す
。

③
達
成
す
る

　

目
標
は
、
１
日
合
計
60
分
、
元

気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
す
。
65

歳
以
上
の
人
は
、
１
日
合
計
40
分

が
目
標
で
す
。

④
つ
な
が
る

　

１
人
で
も
多
く
の
家
族
や
仲
間

と
①
～
③
を
共
有
し
、
体
力
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に

行
う
と
、
楽
し
さ
や
喜
び
が
一
層

増
し
ま
す
。

65
歳
か
ら
の
カ
ラ
ダ
づ
く
り
教
室

（
第
１
期
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
期

日　
５
月
17
日
、
24
日
、

31
日
、
６
月
21
日
、
28
日

※
い
ず
れ
も
火
曜
日
で
す
。

●
対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
民

で
原
則
す
べ
て
の
日
程
に
参
加

で
き
る
人

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

や
介
護
予
防
教
室（
元
気
ば
い
！
な

か
ま
教
室
や
ニ
コ
ニ
コ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
倶
楽
部
な
ど
）に
参
加
し
て
い
る

人
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、
医
師
か

ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受
け
て
い
る

な
ど
、
健
康
状
態
に
よ
り
参
加
を
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
人
数　
30
人（
先
着
順
）

●
内

容　
健
康
運
動
指
導
士

　

な
ど
に
よ
る
タ
オ
ル
体
操
、
ヨ

ガ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

●
場
所
・
申
込
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
登
録
に
必
要
な
問
診
を
行
い
ま

す
の
で
、
本
人
が
来
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間　
４
月
11
日
月

　
～
28
日
木

な
か
ま

健康ファミリー

保健センター
ＴＥＬ　（２４６）１６１１
ＦＡＸ　（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

Nakama's
キッチン

中間市食生活改善推進会（緑の会）の
監修により、からだに優しいレシピを
紹介しています。

５月の子育てカレンダー
９日月 すくすくあかちゃん広場 10:00 ～ 11:30

10日火 わんぱく広場 10:00 ～ 11:30

12日木
２歳６か月児フッ素塗布 受付12:45～13:00

２歳児歯科健診 受付13:00～13:30

13日金 １歳６か月児健診 受付13:00～13:30

19日木 ４か月児健診 受付13:00～13:30

26日木 ３歳児健診 受付13:00～13:30

今月のレシピ

オカヒジキ…80g、新じゃがいも…１個
（150g）、鶏むね肉（皮なし）…100g、サラ
ダ油…大さじ1/2
Ａ（しょうが汁…大さじ1/2、かたくり粉…大
さじ1/2、酒…大さじ1/2）
Ｂ（酒…大さじ1/2、塩…小さじ1/4（1.5g）、黒
こしょう…少々）

材料（２人分）

オカヒジキと新じゃがと
鶏肉の炒め物

エネルギー：161㎉
食塩：0.9g

①　�オカヒジキはざく切りにする。じゃがいもはせん切りにして水にさらし、水
けを切る。鶏肉は細切りにしてＡを揉みこむ�。

②　�フライパンに油を熱し、肉を炒める。肉がほぐれたら、じゃがいもを入れ
て炒める。じゃがいもが透き通ってきたら、オカヒジキとＢを加えて炒め
合わせる。

作り方

なかマルシェ
中間の街を散歩してみつけたスポットを紹介します。
「この店を紹介してほしい」といった声も募集中です。
応募は広報広聴係宛にメールでご紹介ください。
メールアドレス…koho@city.nakama.lg.jp

あなたの想いを刻みます

　お祝いの品に名入れという形で
花を添えます。「お祝いしたい」と
いう皆さんの想いを、レーザー彫
刻機とサンドブラストという特殊な
機器で刻んでいきます。
　記念品やプレゼントとしての注文
が多く、150 点を超える商品の中か
らお気に入りのものを選ぶことがで
きます。人気商品は、ペアのマグカ
ップやフォトフレーム。商品によって
は、名入れだけでなく、メッセージ
を刻むこともでき、世界に１つだけの
プレゼントを贈っていただけます。
　店長の古賀武志さんは、「名入れ
をした商品を見てお客様が笑顔にな
ることがうれしい」。また、「オリジナ

ル商品など、商品数をさらに増やし
て、今以上にお客様の要望に応えて
いきたい」と展望を話してくれました。
　誕生日、結婚、出産、入学、還暦、
母の日など、あなたの想いを込めた
逸品を贈ってみませんか。

ＭＥＭＯ

〒809-0001
中間市垣生830－３
☎093（981）1926
開店時間　9：00～18：00
定休日　土曜、日曜・祝日
写真は、武友工房のオリジナル商品。
有田焼やひのきのマグカップなど。

武友工房

健康づくり教室で体力アップに取
り組む。

今月のテーマ

　

前
立
腺
は
、
男
性
に
だ
け
あ
る

組
織
で
、
膀ぼ

う
こ
う胱
の
す
ぐ
下
に
あ
り
、

尿
道
を
取
り
囲
む
よ
う
に
位
置
し

ま
す
。
前
立
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
る
前

立
腺
液
は
、
精
液
の
構
成
成
分
で
、

精
子
を
保
護
す
る
な
ど
の
働
き
が

あ
り
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
で
発
症

す
る
こ
と
が
多
く
、
加
齢
と
と
も
に

そ
の
罹り

か
ん患
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
最

近
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０
２
０
年

に
は
、
男
性
で
は
肺
が
ん
に
つ
ぐ
２

位
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
原
因
の
１
つ
と
し
て
、
食
生
活
の

欧
米
化
が
考
え
ら
れ
、
高
脂
肪
の
食

事
は
前
立
腺
が
ん
の
危
険
を
増
し

ま
す
。
血
縁
で
は
、
父
や
兄
弟
に
前

立
腺
が
ん
が
あ
る
場
合
は
、
本
人
が

が
ん
に
な
る
確
率
が
上
昇
し
ま
す
。

　
ま
た
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
に
よ
り
が

ん
が
増
殖
し
症
状
が
悪
化
し
ま
す
。

■
症
状

　

初
期
は
無
症
状
で
、
進
行
す
る

と
前
立
腺
肥
大
症
と
同
様
な
、
排

尿
困
難
、
残
尿
感
、
頻
尿
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
前
立
腺
肥
大
症
を

併
発
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

が
ん
が
進
行
す
る
と
、
転
移
巣
に
よ

る
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

■
検
査

　

ま
ず
Ｐ
Ｓ
Ａ（
が
ん
腫し

ゅ
よ
う瘍
マ
ー
カ

ー
）の
採
血
を
し
ま
す（
４
ng
／
㎖ 

以
下
が
正
常
）。
ま
た
肛
門
か
ら
指

を
挿
入
し
て
直
腸
診
を
し
、
大
き
さ

や
硬
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
が
ん

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
前
立
腺
生
検

に
よ
る
診
断
を
し
ま
す
。
が
ん
と
診

断
さ
れ
る
と
、
Ｃ
Ｔ
な
ど
で
転
移
の

有
無
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

■
治
療

　

年
齢
や
病
期
に
応
じ
て
選
択
し

ま
す
。

●
手
術
療
法　
転
移
が
な
く
、
合

併
症
が
な
い
人
に
行
う

※
腹
腔
鏡
や
、
医
療
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
っ
た
手
術
が
あ
り
ま
す
。
術
後
、

尿
失
禁
や
勃
起
機
能
不
全
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
放
射
線
療
法　
転
移
が
な
い
人

に
行
う

※
痛
み
の
原
因
と
な
る
骨
転
移
巣

に
対
し
て
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
新
し
い
方
法
が
次
々
に
登

場
し
て
い
ま
す
。

●
内
分
泌
療
法　
男
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
や
作
用
を
抑
え
て
、
が
ん

細
胞
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
行
う

※
ど
の
よ
う
な
病
期
や
年
齢
層
に

対
し
て
も
行
え
ま
す
。

●
化
学
療
法　
抗
が
ん
剤
を
用
い
る

※
内
分
泌
療
法
が
効
か
な
く
な
っ

た
人
に
用
い
ま
す
。
色
々
な
副
作
用

が
あ
る
た
め
に
、慎
重
に
行
い
ま
す
。

●
待
機
療
法　
無
治
療
Ｐ
Ｓ
Ａ
監

視
療
法
と
も
い
い
、
高
齢
者
で

早
期
発
見
さ
れ
た
悪
性
度
の
低

い
前
立
腺
が
ん
に
対
し
て
行
う

※
経
過
観
察
し
、
定
期
的
に
Ｐ
Ｓ

Ａ
採
血
を
お
こ
な
い
ま
す
。

前立腺がん

中間市立病院泌尿器科

久
く ぼ

保 周
し ゅ う た

太 医師

医
療
講
座

第
103
回

この記事に関するご相談は、
市立病院にお問い合わせください

☎（２４５）０９８１

医師が皆さんの身近に潜む
病気などを解説します。
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寒
波
の
影
響
に
よ
る

漏
水
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す

　

本
来
、
地
上
漏
水
は
減
額
の
対

象
外
で
す
が
、
今
回
の
寒
波
に
よ
る

水
道
管
な
ど
の
破
損
が
災
害
に
よ

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
減
額

の
取
り
扱
い
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類　
修
繕
完
了
報
告
書

ま
た
は
修
繕
代
金
の
領
収
書

※
書
類
は
、
上
水
道
課
窓
口
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

●
提
出
・
問
合
先　
上
水
道
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
４

都
市
計
画
の
変
更
案
の
説
明
会
を

行
い
ま
す

　

中
間
都
市
計
画（
塘
ノ
内
・
砂

山
線
ほ
か
２
路
線
）の
変
更
案
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
４
月
26
日
火
・
19
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
問
合
先　
都
市
整
備
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
１

通
知
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

カ
ー
ド
に
点
字
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
ま
す

　

視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
点
字
化
を
希
望
す

る
人
に
、
点
字
シ
ー
ル
を
貼
り
付

け
て
配
布
し
ま
す
。

○
通
知
カ
ー
ド
…
通
知
カ
ー
ド
、氏
名
、

12
桁
の
番
号
を
カ
ー
ド
に
貼
付

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
…
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
12
桁
の
番
号
を
カ
ー

ド
ケ
ー
ス
に
貼
付

●
申
請
方
法　
カ
ー
ド
と
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い

●
問
合
先　
市
民
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
９

第
39
回
中
間
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
こ
の
大
会
は
、
第
59
回
福
岡
県

民
体
育
大
会
秋
季
大
会
の
選
手
選

考
を
兼
ね
ま
す
。
中
学
生
は
除
き

ま
す
。
種
目
や
参
加
資
格
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
５
月
15
日
日

●
場

所　
ジ
ョ
イ
パ
ル
な
か

ま
庭
球
場

●
参
加
料　
１
ペ
ア
１
、０
０
０
円

●
申
込
方
法　
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提

出
す
る
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
５
月
２
日
月

●
申
込
・
問
合
先　
山
口
宅

　
☎
・
℻（
２
４
４
）６
０
３
２

救
急
車
の
適
正
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

　

中
間
市
の
救
急
出
場
件
数
は
、

過
去
８
年
で
400
件
増
加
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
発
熱
や
風
邪

な
ど
で
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
市
の
救
急
車
は
３
台（
１
台
は
予

備
）で
す
。
こ
れ
を
上
回
る
救
急
要

請
が
同
時
に
あ
っ
た
場
合
、
心
臓

発
作
や
脳
梗
塞
な
ど
の
緊
急
の
傷

病
者
が
出
て
も
、
現
場
に
す
ぐ
に

向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本

当
に
必
要
な
人
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
、
救
急
車
の
適
正
利
用
に

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
救
急
車

を
呼
ぶ
事
態
に
な
る
前
に
、
早
め

の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

男
性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
食
生
活
改
善
推
進
会
の
料
理
教

室
で
、
調
理
の
技
術
や
知
識
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
期

日　
５
月
25
日
、
６
月

１
日
、
15
日
、
22
日

※
い
ず
れ
も
水
曜
日
で
す
。

●
時

間　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

●
参
加
料　
２
、０
０
０
円

●
定

員　
15
人

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き

●
申
込
期
限　
５
月
17
日
火

●
場
所
・
申
込
・
問
合
先　
保
健

セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す

●
診
療
日
時　
５
月
３
日
火
～
５

日
木
・
９
時
～
16
時
30
分

●
診
療
科
目　
内
科
、
小
児
科

●
場

所　
遠
賀
・
中
間
休
日

急
病
セ
ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字

尾
崎
１
７
２
５
‐
２
）

※
小
児
科
の
診
察
は
、
専
門
医
が

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
夜
間
の
急
病
や
け
が
に
は
、
電

話
で
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
夜
間
の
相
談
時
間

○
日
曜
日
・
祝
日
…
17
時
～
22
時

○
平
日
…
18
時
～
22
時

●
問
合
先　
遠
賀
・
中
間
休
日

急
病
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
８
２
）９
９
１
９

歯
科
の
休
日
急
患
診
療

　

受
診
す
る
人
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
診
療
時
間

は
、
い
ず
れ
も
10
時
～
17
時
で
す
。

世
界
赤
十
字
デ
ー
清
掃
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
中
間
市
婦
人
会
赤
十
字
奉
仕
団

で
は
、
世
界
赤
十
字
デ
ー
に
清
掃

活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　
５
月
８
日
日
・
10
時

●
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
中
間
駅
前

※
も
や
い
通
り
側
と
蓮
花
寺
交
差

点
側
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま
す
。

　

赤
十
字
社
で
は
献
血
を
行
い
ま
す

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
を
利

用
し
て
400
㎖
献
血
を
実
施
し
ま
す
。

●
日

時　
４
月
17
日
日
・
10

時
～
正
午
、
13
時
～
16
時

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
７
０

５
月
は
体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
目
白
押
し
で
す

　

参
加
資
格
や
参
加
料
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
46
回
中
間
市
家
庭
婦
人　
　

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
期

日　
５
月
８
日
日

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切　
４
月
28
日
木
・
17
時

　

第
37
回
中
間
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

大
会

●
日

時　
５
月
15
日
日
・
９

時（
受
付
は
８
時
30
分
～
）

●
場

所　
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
申
込
締
切　
５
月
６
日
金
・
17
時

　

第
53
回
年
齢
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　

大
会

●
日

時　
６
月
５
日
日
・
９
時

※
予
備
日
は
６
月
12
日
日
で
す
。

●
場

所　
中
間
南
中
学
校
グ

ラ
ン
ド

●
申
込
締
切　
５
月
19
日
木

　

い
ず
れ
も

●
問
合
先　
体
育
協
会
事
務
局

　
☎（
２
４
６
）２
８
０
１

軽
自
動
車
の
減
免
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

障
が
い
が
あ
る
人
や
、
障
が
い

が
あ
る
人
の
通
院
な
ど
に
そ
の
家

族
が
軽
自
動
車
を
使
用
し
た
り
す

る
場
合
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
に

は
親
族
の
み
が
当
て
は
ま
り
ま
す
。

内
縁
関
係
な
ど
親
族
で
は
な
い
人

は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
以
前
に
軽
自
動
車
の
減

免
を
受
け
た
人
も
毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
課
税
課
で
配

布
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

〇
身
体
障
害
者
手
帳（
戦
病
者
手

帳
）ま
た
は
療
育
手
帳

〇
印
鑑

〇
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

〇
減
免
を
受
け
る
軽
自
動
車
の
車

検
証
の
コ
ピ
ー

〇
申
請
書

〇
納
付
書（
納
付
前
の
も
の
）

○
所
有
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

●
注
意
事
項

〇
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
平
成

28
年
度
の
申
請
を
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

〇
申
請
は
必
ず
軽
自
動
車
税
を
納

付
す
る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

※
申
請
前
に
納
付
す
る
と
申
請
を

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

〇
障
が
い
が
あ
る
箇
所
や
等
級
に

よ
っ
て
、
減
免
の
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

〇
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
１
人

に
つ
い
て
１
台
の
み
で
す

〇
普
通
自
動
車
な
ど
の
自
動
車
税

で
減
免
を
受
け
た
人
は
、
軽
自

動
車
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

〇
郵
送
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

※
必
ず
課
税
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　
５
月
２
日
月
～
31

日
火

●
申
請
・
問
合
先　
課
税
課　

　
☎（
２
４
６
）６
２
３
８

遠
賀
川
鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

　

約
200
匹
の
鯉
の
ぼ
り
が
遠
賀

川
河
川
敷
を
泳
ぎ
ま
す
。
子
ど
も

を
連
れ
て
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

●
掲
揚
期
間　
４
月
９
日
土
～
５

月
13
日
金

　

鯉
の
ぼ
り
提
供
の
お
願
い

　

な
か
ま
三
世
代
ふ
れ
あ
い
の
会

で
は
、
今
年
も
遠
賀
川
河
川
敷
に

鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

　

中
間
市
で
元
気
に
育
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
、
使
用
済
み
の
鯉

の
ぼ
り
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
り
に
伺
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
働
く
婦
人
の

家
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も

構
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
岡
山
宅

　
☎（
２
４
４
）７
８
０
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

行
い
ま
す

　
願
書
と
案
内
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
６
月
19
日
日
・
10
時

●
場

所　
九
州
共
立
大
学

　
（
八
幡
西
区
自
由
ケ
丘
１
‐
８
）

●
試
験
の
種
類
と
受
験
料

○
甲
種
…
５
、０
０
０
円

○
乙
種
全
類
…
３
、４
０
０
円

○
丙
種
…
２
、７
０
０
円

●
申
込
方
法

〇
郵
送
…
４
月
15
日
金
～
28
日
木

ま
で
に
願
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
消
印
有
効
）

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
12
日

火
～
25
日
月

●
申
込
先　
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
（
〒
812
‐
０
０
３
４　

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１
‐

15
ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階
）

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…

　

http://www.shoubo-shiken.or.jp

　
試
験
の
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す

　
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
６
月
５
日
日
・
９

時
～
17
時

●
場

所　
中
間
市
消
防
署

●
受
講
対
象
者　
乙
種
第
４
類
の

試
験
を
受
け
る
人

※
受
講
対
象
者
以
外
の
人
で
も

受
講
は
可
能
で
す
が
、
試
験
内

容
が
一
部
異
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　
５
月
２
日
月
～
31

日
火

●
申
込
場
所　
中
間
市
消
防
署
、

　

遠
賀
郡
消
防
署（
遠
賀
町
大
字

広
渡
１
６
３
９
）

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
定
期
接
種

対
象
者
が
変
わ
り
ま
す

　
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
の
25

～
40
％
を
占
め
、
肺
炎
だ
け
で
な

く
、慢
性
気
道
感
染
症
、中
耳
炎
、

副
鼻
腔
炎
、
敗
血
症
、
髄
膜
炎
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
予
防
接

種
で
肺
炎
球
菌
か
ら
の
感
染
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
接
種
を
受
け
る
と

き
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
岡
県
定
期
予
防
接
種
広
域

化
実
施
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
市

外
で
も
接
種
可
能
で
す
。
福
岡
県

定
期
予
防
接
種
広
域
化
実
施
医
療

機
関
以
外
の
医
療
機
関
で
希
望
す

る
場
合
は
、
依
頼
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
必
ず
接
種
前
に
保
健
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
対
象
者

〇
市
内
在
住
で
平
成
28
年
度
中
に

65
、70
、75
、80
、85
、90
、95
、

100
歳
に
な
る
人

〇
市
内
在
住
の
60
～
64
歳
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
人

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

※
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
23
価
肺

炎
球
菌
莢き

ょ
う
ま
く膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

ワ
ク
チ
ン
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス

Ｎ
Ｐ
」）を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
対
象
外
で
す
。

●
接
種
期
限　
平
成
29
年
３
月
31
日

●
自
己
負
担
額　
２
、５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
ま
た
は
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

●
減
免
手
続　
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
減
免
し
ま
す

①
接
種
前
に
次
の
い
ず
れ
か
の
書

類
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

〇
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

〇
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

〇
介
護
保
険
特
定
負
担
限
度
額
認

定
証

〇
平
成
28
年
度
介
護
保
険
納
入
通

知
書（
所
得
段
階
１・２・３
）

②
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）を
持
っ
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
健
康
増
進

課（
生
活
保
護
受
給
者
は
生
活
支

援
課
）で
手
続
き
を
し
、
医
療
機

関
に
無
料
の
予
診
票
を
提
出
す
る

※
本
人
が
来
所
で
き
な
い
と
き
は

委
任
状
が
必
要
で
す
の
で
、
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い（
同
一

世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は
不

要
で
す
）。

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

５月３日
火
山
崎
ま
さ
ひ
ろ
歯
科

☎（
２
４
３
）７
３
３
３

中
間
市
東
中
間
３
‐
３
‐
６

５月４日
水
守
谷
歯
科
医
院

☎（
２
８
２
）５
０
５
１

岡
垣
町
野
間
２
‐
16
‐
５

５月５日
木
三
浦
歯
科
医
院

☎（
２
８
２
）４
８
４
８

岡
垣
町
高
陽
台
１
‐
12
‐
５



21 Nakama City Public Relations 20広報なかま４月 10日号

15,000匹の鮭の稚魚が遠賀川に放流されました。これは、
なかま鮭の会が主催するもので、今年は約 600人の子ど
もが参加。各小学校、幼稚園、保育園に配布された鮭の
卵を子どもたちが飼育し、孵

ふ か

化させ、この日を迎えました。
放流された鮭は、約１週間遠賀川を遊泳し、ふるさとの川
の感触を覚えたあと、大海へと旅に出ます。４年もの長い
旅を経て、ふるさとの遠賀川に帰ってくるのです。

鮭の稚魚放流会３／１

青春レシピコンテストで受賞２／17

JA 全農ふくれんが主催するコンテストで、中間中学校
２年の（写真右から）笠間魁

か い と

斗くんと上村功太郎くんが
「ベストスマイル部門」のグランプリに選ばれました。
これは、「地産地消」や「食育」の観点から、県産農産物
をより身近に感じてもらうための活動です。２人は、「博
多ぶなしめじ」と「博多万能ねぎ」を使ったハンバーグ
作りに挑戦。少し料理に興味が湧いたようです。

個人102人、団体27チーム（91人）が参加したこの大会。
元気いっぱいに卓球を楽しみ、汗を流す姿が見られました。
団体戦は、自由ヶ丘・中牟田が優勝。個人一般男子は白
福浩行さん、個人一般女子は名嶋恵子さんがそれぞれ優
勝しました。このほかにも、シルバーの部、初心者の部も
行われました。夏には、中間市夏季卓球大会が開催され
る予定です。次の機会に、腕を試してみてはいかがですか。

第56回中間市卓球大会２／28
～卓球好きが大集合～

子育て支援センターでは、10 組（21人）の親子が、桃の節
句の日になかっぱ寿司作りに挑戦。子どもたちは、準備さ
れた魚肉ソーセージや青のり、たくあんなどの食材を使っ
てオリジナルのなかっぱ寿司を完成させました。途中、お
味見（つまみ食い）をしながら、料理を楽しんでいました。
親子で一緒に料理をすることで、子どもだけでなく、親も
「食」に関心をもつ良い機会になったようです。

ひな祭り　親子クッキング３／３
～なかっぱ寿司を作ったよ～

～４年後にまた会おうね～

～笑顔に自信あり～

さくら保育園、中間北小学校、中間北中学校、希望が丘高
校、ほくほく子育てサポート隊、曲川を守る会が力を合わ
せ、曲川の清掃活動を行いました。地域をきれいにするこ
とはもちろん、異年齢間の交流を通じて「頼る‐頼られる」
といった関係を築き、子どもの自尊感情を高めることを目
的としています。参加した子どもたちは、ごみを拾い、生い
茂った雑草を撤去し、曲川の沿道をきれいにしました。

ほくほくクリーン作戦３／８
～いっぱい拾ってきれいにしたよ～

中学校卒業式

市内の各中学校で卒業式が行われ、370人がこの日、学
び舎を卒業しました。卒業する生徒たちは、これまでの学
校生活を思い返して、目に涙を溜めたり、こらえきれずに
涙を拭う仕草を見せました。泣いている友達を隣の友達が
慰め、慰めた友達も泣いてしまったり。言葉では表せない
思いがひしひしと伝わってきました。中学校で得た一生の
友達をこれからも大切にしてください。

３／ 10
～思い出は笑顔と涙に～

地域活動スタートアップ講座発表会３／５

地域活動は、地域の中で役割を持ち、地域を元気にする活
動です。昨年８月に「何かしたいけど何をしたらいいのか分
からない」という人たちが集まり、自分たちができることを考
えてきました。今回は、その活動（清掃やストレッチ指導など）
についての発表会を開催しました。皆さんが、生き生きと活
動している様子がとても印象的でした。地域活動に興味が
ある人はボランティアセンター【☎（２４６）２１８４】まで。

～私たちにできる地域づくり～

お茶会ラボ

昨年から行われてきた「ナカマラボ」最後のイベント、「お茶
会ラボ」が行われました。参加者28人はバスに乗って芦
屋釜の里へ。室町時代に発祥したと言われる芦屋釜の歴
史や鋳造方法などを学び、いざお茶会体験。正しい正座
の方法や和菓子や抹茶のいただき方を教えてもらい、緊
張した面持ちで飲み干しました。苦い抹茶に顔をしかめつ
つも和の作法をたしなみ、ほんの少し大人になりました。

３／ 19
～ドッキドキのお抹茶初体験～
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有
料
広
告
欄

ひいばぁちゃんに買ってもらったぬいぐ
るみがお気に入りの陽翔くん。これから
もすくすく成長してね♪

わが家の「アイドル・ヒーロー」を広報なかまに掲載しませんか。
対象は未就学児までです。
必要事項に写真を添えて、広報広聴係にメールで応募して
ください。
●�必要事項　氏名、ふりがな、生年月日、住所、連絡先、メ

ッセージ（50 ～ 70 字）

H27. ６.18 生　（中央二丁目）
飯
い い の

野 陽
は る と

翔ちゃん

いつでもニコニコみんなを笑顔にしてく
れてありがとう。元気いっぱいすくすく
大きくなってね。

H27. ４.17 生　（中鶴四丁目）
瀬
せ ぐ ち

口 緒
い お り

俐ちゃん

わが家の

すこやか
ちゃん

１月 累計
件 数 26 件 26 件
死 者 0 人 0 人
負傷者 37 人 37 人

２月 累計
建 物 1 件 ２件
林 野 0 件 0 件
車 両 0 件 0 件
その他 0 件 0 件
件 数 1 件 ２件

市 役 所 代 表 （ 2 4 4 ）1111
中 央 公 民 館 （ 24 6）2 3 21
消 防 署 （24 5）0 9 01
市 立 病 院 （ 24 5）0 9 81
地 域 交 流 セ ンター （24 5）4 6 6 5
東 部 出 張 所 （ 24 6 ）1110
西 部 出 張 所 （ 2 4 4 ）1112
市 民 図 書 館 （24 5）4 6 6 4
歴 史 民 俗 資 料 館 （24 5）4 6 6 5
なかまハーモニーホール （24 5）8 0 0 0
生 涯 学 習 セ ンター （ 24 6）4 316
体 育 文化 セ ン タ ー （24 6）28 0 0
人 権 セ ン タ ー （ 24 5 ）3 511
働 く 婦 人 の 家 （24 6）0 4 8 3
ハ ピ ネ ス な か ま （24 5）8 6 8 6
社 会 福 祉 協 議 会 （ 24 4）12 3 0
保 健 セ ン タ ー （ 24 6 ）16 11
親 子 ひろ ば リンク （ 24 4）0 74 2
パルハウスぼちぼち （24 3）3 3 8 7
子育て支援センター （24 5）5 5 5 7

■ 公 共 施 設 問 合 先 ■

■ 火 災 発 生 件 数 ■

■ 交 通 事 故 発 生 件 数 ■

■ 人 の 動 き ■
平成 28 年２月末現在（前月比）

○人 口…43,188 人（－ 34）
○ 男 …20,105 人（－ 3）
○ 女 …23,083 人（－ 31）
○世帯数…20,449 世帯（－ 8）

平成 28 年１月末現在

教
え
て
職
員
さ
ん

住
民
票
が
欲
し
い
の
で
す
が
、
平
日
は

仕
事
が
あ
る
の
で
な
か
な
か
市
役
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

郵
送
以
外
で
何
か
方
法
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

垣
生
に
あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の

西
部
出
張
所
で
は
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
も
開
館
し
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
９

時
～
18
時
。
住
民
票
の
ほ
か
、
印
鑑
証
明

書
の
交
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

日
の
17
時
15
分
ま
で
で
あ
れ
ば
所
得
課

税
証
明
書
も
交
付
し
て
い
ま
す
。
火
曜
日

が
休
館
日（
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
次

の
平
日
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　
西
部
出
張
所

　
☎（
２
４
４
）１
１
１
２

西部出張所の村井で
す。地域交流センター
では、なかっぱグッズ
や特産品の販売も行
っています。

私がお答えします
Ａ
．

Ｑ
． 「

日
本
語
教
室
な
か
ま
」
で

学
び
ま
せ
ん
か

　

地
域
に
住
ん
で
い
る
外
国
籍
の

人
が
早
く
地
域
に
溶
け
込
み
楽
し

く
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
日
本
語

の
学
習
支
援
や
、
文
化
交
流
の
一
環

と
し
て
、
書
き
初
め
、
お
茶
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
外
国
籍
の
皆
さ
ん
、
楽
し

く
日
本
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
ご
近
所
や
知

り
合
い
に
日
本
語
を
勉
強
し
た
い

外
国
の
人
が
い
た
ら
、
教
室
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
教
室
で
は
、
日
本
語
を

教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
外
国
語
が
わ
か
ら
な
い

人
も
大
歓
迎
で
す
。

●
日

時

○
昼
間
講
座
…
毎
週
水
曜
日
・
午

前
10
時
～
11
時
30
分

○
夜
間
講
座
…
毎
週
金
曜
日
・
午

後
７
時
～
８
時
30
分

※
第
５
水
曜
・
金
曜
日
と
祝
日
は

休
み
で
す
。

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
受
講
料　
月
300
円（
教
材
費
）

●
問
合
先　
石
井
携
帯

　
☎
０
９
０（
３
６
０
４
）０
３
５
４

映
画
「
女
た
ち
の
都
」
の

上
映
会
を
開
催
し
ま
す

　

芸
者
で
町
お
こ
し
⁉
女
た
ち
の

夢
と
情
熱
の
物
語
を
上
映
し
ま
す
。

大
竹
し
の
ぶ
、
松
田
美
由
紀
ら
豪

華
キ
ャ
ス
ト
が
躍
動
。
ま
た
、
監

督
は
、「
パ
ッ
チ
ギ
！
」「
フ
ラ
ガ
ー

ル
」
な
ど
を
手
が
け
た
祷い

の
り

映あ
き
ら

で
す
。

　
バ
ザ
ー
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

●
期

日　
５
月
14
日
土

●
時

間

〇
午
前
の
部
…
10
時
30
分
～

　
（
開
場
は
10
時
～
）

〇
午
後
の
部
…
13
時
30
分
～

　
（
開
場
は
13
時
～
）

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル

●
料

金　
600
円

※
市
老
連
会
員
は
500
円
で
す
。

●
問
合
先　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
☎（
２
４
５
）８
４
３
２

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

「
新
緑
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」

　
新
緑
の
垣
生
公
園
で
、
親
子
で
自

然
の
色
や
匂
い
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　
５
月
15
日
日
・
10

時
～
正
午

●
場

所　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
、
垣
生
公
園

●
対

象　
５
歳
以
上
の
子
ど

も
と
保
護
者

●
定

員　
10
組（
30
人
程
度
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
締
切　
５
月
６
日
金

●
申
込
先　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）２
１
８
４

※
日
曜
・
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

●
問
合
先　
猿
渡
携
帯

　
☎
０
９
０（
５
２
８
５
）２
６
３
０

「
ち
く
て
つ
電
車
」
の
フ
レ
ー
ム

切
手
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

郵
便
局
で
は
、
地
域
振
興
な
ど

を
目
的
に
、「
ち
く
て
つ
電
車
」
フ

レ
ー
ム
切
手
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

販
売
し
て
い
る
郵
便
局
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
販
売
枚
数　
２
、０
０
０
部
限
定

●
販
売
金
額　
１
、７
０
０
円

●
問
合
先　
最
寄
り
の
郵
便
局

ま
た
は
八
幡
熊
手
郵
便
局

　

☎（
６
４
１
）６
６
０
８

福
岡
県
警
察
の
巡
回
連
絡
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
昨
年
の
被
害
総
額
が
過
去
最
高
の

18
億
円
を
超
え
た「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

被
害
の
防
止
の
た
め
、
地
域
警
察
官

が
家
庭
を
訪
問
し
て
啓
発
活
動
を
行

う
巡
回
連
絡
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

※
巡
回
連
絡
と
は
…

　

交
番
・
駐
在
所
の
担
当
警
察
官

が
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
、
犯
罪

や
事
故
の
被
害
者
と
な
ら
な
い
た
め

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
困
り
ご
と
や
警
察

活
動
に
対
す
る
意
見
・
要
望
の
お
伺

い
な
ど
を
行
う
警
察
活
動
で
す
。

　

巡
回
連
絡
の
と
き
に
記
入
す
る

「
巡
回
連
絡
カ
ー
ド
」
は
、
火
災
や

盗
難
な
ど
の
非
常
時
に
役
立
て
る
も

の
で
す
。
記
載
し
た
個
人
情
報
は
、

日
常
生
活
の
安
全
と
安
心
の
確
保

に
役
立
て
る
以
外
は
、
絶
対
に
利
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先　
折
尾
警
察
署
地
域
課

　
☎（
６
９
１
）０
１
１
０

予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
が

追
加
さ
れ
ま
し
た

●
医
療
機
関　
む
た
医
院

●
予
防
接
種　
ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎

球
菌
、
四
種
混
合
、
二
種
混
合
、

Ｍ
Ｒ
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
水
痘
、
日
本

脳
炎
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

●
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

「
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

30
年
以
上
ア
フ
リ
カ
に
毛
布
を

送
る
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
多
く
の
人
が
毛

布
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、取
り
に
伺
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
付
時
間　
10
時
～
16
時

●
問
合
先　
明
る
い
社
会
づ
く

り
運
動
推
進
協
議
会

　
☎（
２
４
４
）６
４
８
５

みんなで作るページだぬん。お知らせや
イラストなどを送ってほしいぬん。
●�応募・問合先　広報広聴係（〒 809

‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271
○メール…koho@city.nakama.lg.jp
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有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

■
 発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

 編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

 メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報
な
か
ま

平
成
28
年
４
月
10
日
号
N
o.1005

■
 今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

37円
で

す
。

■ 「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

▶流行には疎いほうなのですが、先日インフル
エンザにかかってしまいました。しかも家族全
員、隣の実家にも被害は拡大。年度末の忙しい
さなかに１週間の出勤停止。相棒の（翔）にはだ
いぶ迷惑をかけました。さて、新年度。桜が舞
い、新１年生が元気に登校を始めます。皆さん、
車の運転など十分にご注意ください。（講）
▶平成27年４月に新規採用職員として、広報広
聴係に配属され、あっという間に１年が経ちま
した。取材時に出会うたくさんの中間市の人た
ち。その全ての人たちは、皆さんそれぞれに輝
きを持ち、活き活きとした笑顔を見せてくれま
した。これからも、市民の顔や姿が見える広報
紙であり続けることを目指していきます。また、
中間市の取り組みについてもわかりやすくお伝
えしますので、平成28年度も変わらずのご愛読
よろしくお願いします。（翔）

編集後記

３月23日に垣生公園で撮影した桜です。全体的に
は３分咲き程度でしたが、一足早く春を感じたいと
いった人の姿が多く見えました。さくらは出逢いと
別れの季節の象徴。入学、卒業、入社、退職など
新しい門出に立つ人も多いと思います。新しい季節
を全力で楽しんでいきましょう。

今月の表紙

　ここ数年、行政の役割が大きく様変わりし
ています。従来の市民サービスに加え、市民
の皆さんにはもちろん、市外や県外に中間市
の魅力をPRする、いわゆる「シティプロモー
ション」という役割です。代表的なものに最近
話題の「ふるさと納税」があります。わがまち
自慢を日本中の人に知ってもらうものです。
　中間市も、遠賀川水源地ポンプ室やフット
パス、なかまブランドといった中間の自慢を
色々な手段を使って発信していきます。その
手段の一つが「大野いと中間市PR大使」です。
縁あって大野さんに大役をお願いすることに
なりましたが、大野さんの活躍で中間市がど
んどん有名になってい
くことを期待します。
　新年度も中間市は前
進していきます。

市長のあしあと

忘れないで、今月の納付・納税
●保育料（４月分）…４月30日納期限
●介護保険料（１期）…３月31日納期限

日 曜 ５　　月　　の　　行　　事　　予　　定
1 日
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金

7 土

○雑誌リサイクル（8日まで）　市民図書館　（9:30 〜 19:00）
○サウンド・スクエア　中間東幼稚園　（11:00開演）
○図書館員おはなし会　市民図書館　（11:00 〜）
○子どもの日　おりがみ教室（要申込）　市民図書館　（13:30 〜 14:30）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 〜 17:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 〜 17:00）

8 日
環境美化の日

○第46回中間市家庭婦人バレーボール大会　体育文化センター　（8:00 〜）
○中間市子ども会育成連絡協議会総会　中央公民館　（10:00 〜）

9 月
10 火 ○初心者のための太極拳教室（5/17,24,31,6/7　計5回）　働く婦人の家　（10:00 〜 11:30）

11 水 ○福岡県巡回交通事故相談　ハピネスなかま　（10:00 〜 15:00）
○なやみごと相談所開設　人権センター　（13:30 〜 15:30）

12 木 ○「子育て女性再就職支援」出張面接相談（5/10までに要予約）　人権センター　（10:00 〜 15:00）
13 金
14 土

15 日

○第39回中間市ソフトテニス大会（予備日22日）　ジョイパルなかま庭球場　（8:00〜）
○第37回中間市バドミントン大会　体育文化センター　（8:00 〜）
○親子であそぼう！新緑のネイチャーゲーム　垣生公園　（10:00 〜 12:00）
○身体障がい者福祉相談　ハピネスなかま　（10:00 〜 12:00）

16 月
17 火
18 水
19 木

20 金 ○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 〜 17:00）
○行政相談　ハピネスなかま　（15:00 〜 17:00）

21 土 ○岡本知高 Concerto del Sopranista 2015-2016　なかまハーモニーホール　（14:00開演）
22 日 ○市内各中学校体育会　各中学校屋外運動場　（8:45 〜 15:00）
23 月
24 火
25 水 ○自治会長会　中央公民館　（13:30 〜）

26 木 ○親子エアロビクス　なかまハーモニーホール　（10:30 〜 11:30）
○心配ごと相談（弁護士）　ハピネスなかま （前日までの窓口予約受付者6人以内・相談15:00 〜 17:00）

27 金
28 土

29 日 ○中間東小学校体育会　中間東小学校屋外運動場　（8:50 〜 14:30）
○第6回なかまアマチュア寄席　なかまハーモニーホール　（14:00開演）

30 月 ○市税などの夜間納付窓口の開設（31日まで）　収納課　（17:15 〜 19:00）
31 火
※行事予定は変更されることがありますので、ご注意ください。


